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ᕳ  頭  ゝ 
 

学㝿科学フロンティア 研究所㛗 
  బ藤 ṇ᫂ 

 私がサイࢡロトロン・ラジオアイࢯトープセンター（CYRIC）と┤᥋の係わりをᣢࡕ始めたのは

平成 14 年から開始した 21 世⣖ COE プログラムࣂࠕイオテࣀࢡロジー基┙ᮍ᮶医工学ࠖのά動から

であろう。平成 4 年に⟃Ἴ大学基♏医学系から本学工学部機Ე㟁Ꮚ工学科に教授として㉱任した。私

は医工学㡿域であるࣂイオメ࢝ニࢫࢡの視点から血ᾮᚠ⎔系のၥ㢟をᢅっていた。本学に㉱任してか

らも医工学関係の研究を主に行なうとともに学内の同志をເって工学系、医学系の先生方と医工学研

究会を発足したり、医工学シン࣏ジウムを開ദしていた。このような機会にᩥ部科学┬から 21 世⣖

COE プログラムを全国的にබເする話がఏわってきた。当ึ、応ເしたいがどのような視点でやった

らいいか全くศからࡎいろいろとሗを㞟める日が続いた。そんな୰、機Ე・知能系（工学部は大き

く 5 つの系にศ㢮されており、そのうࡕの 1 つ、系は学部教⫱の୰心になっている。）の㔞Ꮚࣝࢿ࢚

ー工学科に石井慶㐀教授がおられ、PET（Positron Emission Tomography）を୰心とした⨨సࢠ

りから医療診断まで関しているグࣝープがあることを知った。同時୪行的に医学系との連ᦠでඖຍ

齢医学研究所㛗の⚟田先生を始めとする画像診断を୰心とした先生たࡕが PET のグࣝープとᐦ᥋な

関係をᣢっておられることを知った。その୰に現 CYRIC センター㛗の谷内一ᙪ教授もおられた。 
こうして、学内に医工学に強く関しておられる先生方およࡧ強い関心をもっておられる先生方が

多数おられ、当時の⥲㛗であった㜿部༤அ先生のご指導もあって、私がࣜーࢲーを務めるணᐃで 21
世⣖ COE 申ㄳを進めていった。当時の 21 世⣖ COE プログラム拠点ᙧ成ィ画ㄪ᭩をᨵめて開いてみ

ると、申ㄳ時の業᥎進ᢸ当者は 18 ྡであり、CYRIC からはఀ藤ṇᩄ教授に入っていたࡔき、関係

者としては石井慶㐀教授、谷内一ᙪ教授、⚟田ᐶ教授がᙺศᢸㄢ㢟ࠕ生య内ศᏊ・ᵓ㐀のイメージ

ングࠖにྡ前を連ねておられる。平成 19 年 3 月には 21 世⣖ COE プログラムのά動を⤊えて一༊ษ

りがつき、ᘬき続き同年 4 月からはグローࣝࣂ COE プログラムࠕ᪂世⣖世⏺の成㛗↔点に⠏くࣀࢼ

医工学 （ࠖ拠点ࣜーࢲー㸸ᒣཱྀ㝯⨾教授）として᪂たなά動が開始された。これには、CYRIC からᘬ

き続きఀ藤ṇᩄ教授、その後田代学教授が参画し、本学の医工学㡿域の研究・教⫱において CYRIC
はྍḞの存在であることがわかる。 

21 世⣖ COE プログラムでは、業᥎進ᢸ当者の研究ᐊをᕠり、┦に共同研究を進めることを

᥎ዡしていた。 
 
 
 

 
 
                                    
 
 
 
         

 

平成 15 年 11 月に CYRIC をゼၥし、石井教授のㄝ᫂を⪺いている様Ꮚ 
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┿は、当時 CYRIC をゼၥして施タをぢ学している様Ꮚである。私の研究ᐊでは、血⟶内⓶⣽⬊

にᑐする力学่⃭による応⟅機ᵓを୰心に研究を行っており、⣽⬊を用して石井教授の研究ᐊと共

同研究をすることになった。当時石井研究ᐊではマイࢡロ PIXE（Particle Induced X-Ray Emission）
メラを開発して⣽⬊内のඖ素（K, S, P, Br࢝ など）のศᕸをึめて画像することに成ຌし、ᑠᆺで

ྍᦙᆺのマイࢡロ CT の開発などを✚極的にᡭがけていたのが༳㇟にṧっている。 
21 世⣖ COE プログラムやグローࣝࣂ COE プログラム᭦にはᩥ部科学┬の業としての科学ᢏ⾡

⯆ㄪᩚ㈝のᨭによる先進医工学研究機ᵓ（平成 15 年度ࠥ19 年度）などのά動をዎ機として平成

20 年 4 月にはᡃが国でึめての医工学研究科がㄌ生した。工学研究科と医学系研究科からࢫ࣏トを出

すとともに全学的なᨭもあって、教ဨはᑓ任の研究科とともにే任で研究科にも所属して教⫱に

ᦠわることができるユニーࢡな⟶⌮యไで㐠Ⴀされることになった。ここでも CYRIC の関係者は本

学医工学研究科に研究・教⫱において㔜せなᙺがᮇᚅされ、㔞Ꮚࢠࣝࢿ࢚ー工学ᑓᨷから石井慶㐀

教授、ᑎ川㈗ᶞ准教授が教ဨとしてຍわった。 
現在私が所属する学㝿科学フロンティア研究所は、先➃的学㝿研究を᥎進するとともに学㝿研究に

おいてⱝᡭ研究者をᨭ・⫱成すく国㝿බເによってඃ⚽な研究者の᥇用をᅗっている。平成 26
年 4 月現在、2 ྡの准教授、29 ྡのຓ教が本研究所に在⡠している≧ἣにある。このうࡕ CYRIC と

の関係からぢると、⤖ᯝ的に准教授 1 ྡ、ຓ教 2 ྡがヱ当し、それぞれά㌍してくれている≧ἣにあ

る。 
CYRIC には 5 研究部、1 寄附研究部門があり、それぞれがᡃが国およࡧ世⏺の᭱先➃の研究を実施

しているとᢎ知している。୰でも私⮬㌟の医工学関係の㡿域からぢれば、CYRIC での研究内容は基

♏から応用までのᗈい㡿域をࣂ࢝ーし、工学、⌮学、⸆学、医学・医療などの学㝿研究のᆺである。

私の知る PET に関しては、⨨やྛ種トレーサー⸆物の開発から臨床応用までを一㈏して行なうこ

とのできる国内で数ᑡなくかつユニーࢡな施タである。3 次ඖ PET を用いた⚄経科学的研究や脳機能

診断、アࣝࣁࢶイマー診断などに関する研究は CYRIC の⊂ቭሙであるとも⪺いている。 
᭱後に当たり、CYRIC におかれては現在の㈗㔜な施タを᭷ຠにά用され、世⏺᭱先➃の研究を┈ࠎ

᥎進されることをᮇᚅします。 
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学 会 ㈹ ཷ ㈹ の ご ሗ ࿌ 
 

センター サイࢡロトロン核医学研究部 ࣜサーチフ࢙ロー      

ᑠ Ẏ 
学会ྡ㸸 Association of Chiropractic Colleges Educational Conference 
               Association of Chiropractic Colleges Research Agenda Conference  

(ACC-RAC) 2014 
学会開ദ日㸸 2014 年 3 月 20㹼22 日 
開ദሙ所㸸 アメࣜ࢝ フロࣜࢲᕞ オーランド 
ཷ㈹㸸 NBCE ㈹ (National Board of Chiropractic Examiners) 
 
タイトࣝ㸸 Metabolic changes in the brain and cervical muscles on patients with neck pain 

following chiropractic spinal manipulation: [18F] FDG PET analysis 
    （㢁部③患者における࢝イロプラࢡティッࢡ施⾡後の脳ཬࡧ㢁部筋代ㅰ変に関する検ウ㸸

[18F] FDG PET 解析） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ཷ㈹後の記ᛕᙳ 

 
本学会は⡿国࢝イロプラࢡティッࢡ学ᰯ協会が主ദし、年一回開ദされる、࢝イロプラࢡティッࢡ

では᭱も大きな学⾡大会です。 
今回の発⾲は、世⏺ึとなる࢝イロプラࢡティッࢡ施⾡ຠᯝに関する PET 研究⤖ᯝであり、同療

ἲの⚄経生⌮学的స用機ᗎの解᫂の一➃となることを願っております。発⾲内容は、᪤に⡿国代᭰医

療ㄅ（Alternative Therapies in Health and Medicine）にሗ࿌した 12 ேのࠕ㢁部③患者における࢝

イロプラࢡティッࢡ施⾡後の脳内⢾代ㅰ変ࠖの㏣ຍ解析⤖ᯝとして施⾡後の㢁部筋⢾代ㅰ変ཬࡧ

脳内⢾代ㅰ変との関連についてሗ࿌しました。៏ᛶ㢁部③患者の㢁部筋代ㅰ低下という先行研究⤖

ᯝより、本研究では施⾡後の㢁部筋⢾代ㅰஹ進をண しましたが、㏫の㢁部筋⢾代ㅰ低下という解析

⤖ᯝでした。この現㇟は、脳 PET 解析⤖ᯝなどと⥲ྜ的に考ᐹすると、施⾡後の⮬ᚊ⚄経機能変

と何らかの関連があるのではないかと考えられました。 
現在、本研究⤖ᯝは、᭦にいくつかの┦関解析⤖ᯝをຍえ、⡿国代᭰医療ㄅにᢞ稿し査ㄞをཷけて

おります。 
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➨ 7 回㸴ᑓᨷྜ同シン࣏ジウム ࢫ࣏ター㈹ཷ㈹のお知らせ 
 
 

センター  ᐃ器研究部 ಟኈ 2 年 
                         Ụ連 ဏ⣖ 

 
⌮学研究科で 2007 年度から開ദされてきた 6 ᑓᨷྜ同シン࣏ジウムにおい

て、ࢫ࣏ター㈹をཷ㈹しました。6 ᑓᨷྜ同シン࣏ジウムとは、ࣖࠕングࣈレイ

ンࢬ（ⱝき頭脳㞟ᅋ㸸大学院生）の連ᦠによる学㝿的研究の出・生・㐀・

ᒎ開ࠖを目標に、⌮学研究科 6 ᑓᨷ（数学・ኳᩥ学・地学・学・物⌮学・地

⌫物⌮学）の教⫱ά動の一⎔として行われているシン࣏ジウムです。ࢫ࣏ター

セッシࣙンでは、ࢫ࣏ター発⾲者の୰からඃ⚽なࢫ࣏ターがシン࣏ジウム参ຍ

者のᢞ⚊によって㑅ばれます。㣗もවねてࢫ࣏ターセッシࣙンが行われるた

め、非常に多くの参ຍ者が㞟いᢞ⚊を行いました。また、ඃ⚽ࢫ࣏ター㈹は所

属ᑓᨷ以እの参ຍ者によるᢞ⚊によってỴᐃされるため、ᑓ門以እのேにᑐし

てわかりやすいㄝ᫂がồめられましたが、ぢにࢫ࣏ター㈹に㍤きました。 
 

ཷ㈹したࢫ࣏ターの前で 
 
                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
 
 
 
 
 
              
 
              

㜿部➛Ꮚ先生స 
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研 究  流 
 

ࢫイࢫ Paul Scherrer 研究所に滞在して 
センター  ᐃ器研究部 ಟኈ 1 年  

内ᒣ ឡᏊ 
 

年⛅から今年にかけて༙年間、ࢫイࢫにあるຍ㏿器研究施タ Paul Scherrer 研究所（PSI）に、

学内留学プログラム COLABS のサ࣏ートをཷけて研究滞在しました。 
PSI はチࣗーࣜッࣄ୰心部から㟁㌴とࢫࣂで 1 時間どのフィࣜࢤンという⏫にあります。PSI は

アーレ川を୰心に東ഃとすഃにศかれており、すഃから東ഃにかかるᶫの上からはኳẼがいいとアࣝ

プࢫのᒣࠎがぢえました。東ഃには᳃、すഃにはୣと⥳にᅖまれ、㏆くの∾ሙの㤿が所内をṌいてい

ることもあり、とても⮬↛㇏かな⎔ቃにありました。PSI は㝧Ꮚを 590 MeV までຍ㏿する大ᆺサイ

主に物ᛶ研究に用いられている核◚○୰ᛶᏊ※や放射ග施タを᭷する大つᶍ、ࡎロトロンのみならࢡ

な研究施タです。また㝧Ꮚ線治療が研究所の୰で実㝿におこなわれています。現在はさらに⮬⏤㟁Ꮚ

レーࢨーのᘓタも進められており、⌮学、工学、医学とᖜᗈい科学ศ㔝の研究がなされ、୰ᛶᏊ用

や⢏Ꮚ線治療➼、センターのά動内容とも㢮ఝの点が多い研究機関です。 
 
 
 
 

 
 
༙年の PSI 滞在୰は୰ᛶᏊのỌஂ㟁Ẽ極Ꮚ能⋡（nEDM）᥈⣴グࣝープに参ຍし、UV レーࢨー

を用いたỈ㖟共存☢力ィの研究を行いました。nEDM は、東北大学と大学間流協ᐃを⥾⤖している

チࣗーࣜッࣄ工科大学（ETH）の素⢏Ꮚ実験のグࣝープが୰核となった国㝿協同実験で、୰ᛶᏊの㟁

Ẽ極Ꮚ能⋡（EDM）を᥈⣴し、Ᏹᐂにおいて物㉁がᾘኻしていった機ᵓを解᫂する研究を行って

いますが、この EDM を高⢭度で ᐃするために㘽となるのが、୰ᛶᏊを✚するሙ所でのわࡎかな

☢ሙ変動をオンラインでࣔニターする⨨・共存☢力ィです。私は、Ỉ㖟を用いた共存☢力ィの開発

研究に参ຍし、この☢力ィに用いるග※をỈ㖟ランプから UV レーࢨーにアップグレードし高⢭度

するために UV レーࢨーを用いたオフライン実験をしました。୰ᛶᏊに㝈らࡎ EDM  ᐃにおいては

☢ሙのᏳᐃと⢭ᐦ ᐃは大変㔜せなせ素です。 ᐃ器研究部ではフランシウム原Ꮚを用いた㟁Ꮚ

EDM᥈⣴を目指しており、 ᐃᑐ㇟は␗なるもののnEDM実験と ᐃ方ἲでは㏆いものも多くあり、

今後も実験ᢏ⾡ሗの流➼、⥅続していきたいと思います。 
この滞在では、័れないⱥㄒでの㉁ၥや議ㄽは⡆༢ではありませんでしたが、いのሗをす

ることができ、とても᭷ព⩏な経験となりました。この留学に㝿しまして、 ᐃ器研究部の㓇ぢὈᐶ

教授をはじめとする CYRIC 内እのたくさんの方ࠎ、そしてPSI/ETH の Klaus Kirch 教授にご指導、

ごຓゝを頂きました。このሙをおりしましてឤㅰ申し上げます。 

┿��☢力ィのオフライン実験のセットアップ ┿ 2.nEDM グࣝープのメンࣂー
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භ ࣨ 所 村 ౽ り 

 
工学研究科㔞Ꮚࢠࣝࢿ࢚ー工学ᑓᨷභࣨ所村ศᐊ 准教授 

ேぢ ၨኴᮁ 
1. たのしࡴ㸟フࢫ࢙ティࣝࣂ 
 භࣨ所村では年に二回大きなお⚍りが開ദされます。5 月に開ദされ、㟷᳃┴༡では一␒のⰼⅆ

大会が᭷ྡなࠕたのしࡴ㸟フࢫ࢙ティࠖࣝࣂと、11 月に開ദされる㩬のつかみ取りが᭷ྡなࠕろっ

かしょ⏘業まつりࠖです。毎年භࣨ所村ศᐊではྛお⚍りに出ᗑをしています。今年もභࣨ所村ࢫタ

ッフとྎの㔞Ꮚࢠࣝࢿ࢚ー工学ᑓᨷのࢫタッフと学生で 5 月 10、11 日にභࣨ所村で開ദされたࠕた

のしࡴ㸟フࢫ࢙ティࣝࣂ にࠖ参ຍしました(┿ 1)。ミニ実験ࢥーࢼーをタけே工いくらの〇సయ験

を行いました。このࢥーࢼーは毎年Ꮚ౪達にேẼがあり、今年も⣙ 200 ே㏆い参ຍ者がありました。

㟷᳃┴における東北大学の大変Ⰻい PR となりました。 

 
┿ ┿    ࠖࣝࣂティࢫ࢙㸟フࡴたのしࠕ.1 2. භࣨ所村内の古ቡらしきᘓ㐀物 

での東北大学ࣈーࢫの様Ꮚ 
 

2. භࣨ所ྡ所ᕠり 
භࣨ所村には古くは⦖ᩥ時代からᰤえていたことを♧၀する㑇㊧などがあり、発᥀ㄪ査がなされて

います。それらの出ᅵရなどはභࣨ所村❧㒓ᅵ㤋にᒎ♧されています。今回はභࣨ所村にある古ቡら

しきᘓ㐀物をご紹介いたします。භࣨ所村内の日本原⇞ᰴᘧ会♫や日本原Ꮚ力研究開発機ᵓの㏆くに

භࣨ所村では数ᑡないࢥンࣅニ࢚ンࢫࢫトアがあります。そのそばには、これまた数えるどしかな

いಙྕ機がタ⨨されている༑Ꮠ㊰があります。その一ゅになんと、前方後ቡらしきものがあります。

いつも㐨すがら古ቡかなと思っていてもなかなかヲしくぢることができなかったのですが、今回はこ

のභࣨ所村౽りのために現地取ᮦをᩒ行いたしました。古ቡらしきもののそばには㥔㌴ሙがあり、て

っんに上る㐨まで出᮶ています(┿ 2)。古ቡらしきものの上にⓏってみると┳ᯈがあります。Ṕྐ

的ㄝ᫂をᮇᚅして┳ᯈをぢてみると、ࠕ㸟㸽 。ࠖこの㎶の地ᅗが᭩いてあるのみで、ㄝ᫂は何も᭩かれ

ていません㸟古ቡの上に┳ᯈを㍕せるなんてと思った┤ࡄ後に、ࠕこれは古ቡなのか㸽 とࠖの素ᮔな

ၥがἛいてきました。ここまで᮶たならば᭦にㄪ査するᚲせがあると思い、᪩㏿、前㏙の㒓ᅵ㤋に取

ᮦに行きました。㒓ᅵ㤋の⫋ဨさんに⪺いたところ、ࠕあれは古ቡじࡷないですよࠖとあっさり。ࠕぢ

ᬕらしがⰋいようにとసったᒎᮃྎです。ࠖ との回⟅を得ました。なんとṔྐ㡢⑵の私はභࣨ所に⣙ 5
年間ఫんでいるのですが、今までࡎっとᒎᮃྎを古ቡࡔと思っていました。(┿をぢるとけっこう⣮

らわしいᙧをしていませんか㸽) 
このようにභࣨ所村にはめࡎらしいྡ所がたくさんあります。皆さんもභࣨ所村にお㉺しの㝿は、

この古ቡのようなᒎᮃྎに❧ࡕ寄ってみてはいかがでしょうか。㒓ᅵ㤋も多数のᒎ♧があり、ぢ所‶

㍕ですよ。 
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セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ 
 
[➨ 2 回ຍ㏿器ࣅームをった原Ꮚ核・素⢏Ꮚ実験実⩦ࢡࢫーࣝのሗ࿌] 
 
この度、東北大学と高ࢠࣝࢿ࢚ーຍ㏿器研究機ᵓ(KEK)が連ᦠして進めているࠕKEK 大学➼連ᦠ

ᨭ業（代⾲㸸⌮学研究科・田村⿱教授）ࠖ の一⎔として、“➨ 2 回ຍ㏿器ࣅームをった原Ꮚ核・

素⢏Ꮚ実験実⩦ࢡࢫーࣝ” (以下、ຍ㏿器ࢡࢫーࣝ)をCYRICにて、2013年12月23日(月) 㹼 27日(金)
の 5 日間、 開ദしましたので紹介させていたࡔきます。 
ຍ㏿器ࢡࢫーࣝは原Ꮚ核・素⢏Ꮚ物⌮やࣅーム物⌮などのຍ㏿器科学に⯆をᣢつ全国の学部生に、

ຍ㏿器ࣅームを用いた実験をయ験してもらい日本のຍ㏿器科学のᑗ᮶をᨭえるேᮦの⫱成につなげる

ことを目標に、年度にᘬき続き開ദしました。参ຍ学生は全国 7 大学から 8 ྡが㞟まりました(東北

大学, ❧教大学, 東ி⌮科大学, 東ி工業大学, ᪩✄田大学, 岡ᒣ⌮科大学, ᕞ大学)。 
ຍ㏿器ࢡࢫーࣝでは、 CYRIC の 930 ᆺ AVF サイࢡロトロンでຍ㏿された 18O5+ࣅーム㍺㏦ࣃラメ

ータㄪᩚ、18O5+ࣅームと金標的の核⼥ྜ応により生成される放射ᛶඖ素フランシウムのᅛయ検出器

(SSD)を用いた同ᐃなど、ຍ㏿器を用いた原Ꮚ核実験の一連の㐣程をయ験してもらいました。また、

㟁Ꮚග⌮学研究センターの℈教授にຍ㏿器科学の≉ู講⩏を行っていたࡔき、ຍ㏿器ཬࡧຍ㏿器から

౪⤥されるࣅームを用いた研究の⌮解を῝めてもらいました。᭦に参ຍ学生には CYRIC をぢ学して

もらいました。ぢ学時には非常に多くの㉁ၥが寄せられຍ㏿器にᑐする関心の高さがឤじられました。

ຍ㏿器ࢡࢫーࣝの᭱後には参ຍ学生による実⩦内容をまとめた発⾲を行い、議ㄽを㏻じて᭦に⌮解を

῝めてもらいました。 
ຍ㏿器ࢡࢫーࣝは今回で 2 回目の開ദでしたが、本年度の参ຍ学生も年度の学生にるともຎら

。で、日本のຍ㏿器科学のᑗ᮶にྥけて、᫂るいᮍ᮶がぢられたようなẼがしますࣈティࢡ非常にアࡎ

᭱後にຍ㏿器ࢡࢫーࣝの開ദにあたり、ご協力いたࡔいた関係者の方ࠎに῝いឤㅰのពを♧しまして、

ຍ㏿器ࢡࢫーࣝの紹介を⤊わります。          
 

                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                

 

学㝿科学フロンティア研究所  井上 ኊ志 

┿ 
(1) ຍ㏿器ࢡࢫーࣝ 

参ຍ者記ᛕᙳ 
(サイࢡロ本య) 

(2) CYRIC ぢ学 
(3) 実⩦㢼ᬒ 
(4) 参ຍ学生による 

実⩦内容発⾲ 

(1) (2)

(3) (4)
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[⚟島┴❧☬ᇛ高➼学ᰯのセンターぢ学] 
 

4 月 24 日に⚟島┴❧☬ᇛ高➼学ᰯの 1 年生 40 ྡとᘬ⋡の先生がࢫーࣃーサイ࢚ンࣁࢫイࢡࢫーࣝ

の研ಟで東北大学をゼれました。༗前୰に⌮学部でయ験講⩏を⫈き、さらに⮬↛ྐ標本㤋をゼれた後、

༗後からサイࢡロトロン・ラジオアイࢯトープセンターをぢ学しました。᭱ึに㓇ぢὈᐶ教授が当セ

ンターで行われている研究のᴫせをㄝ᫂しました。ຍ㏿器がどのような⮬↛⏺のㅦを解᫂し、また♫

会のᙺに❧っているのかという話に皆⇕心に⪥をഴけていました。その後 4 つのグࣝープにศかれ、

大ᆺຍ㏿器など 4 ࣨ所をぢ学しました。実験⨨はもࡕろんのこと、放射線㜵ㆤᡬのཌさにឤ心した

りするなど、あらゆるものが᪂㩭にឤじられたようです。このような取り組みは放射線やຍ㏿器施タ

 。の関心を高める大変᭷ព⩏なものとなっていますの⯆を㥑り❧て、さらに東北大学
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぢ学者の㞟ྜ┿ 
 

ຍ㏿器研究部 ᪂原 ె弘 
 
 
 
 
 [ミニサイ࢚ンࢫデイࠕ放射線って、そもそもなんࡔろう㸽㹼᭱先➃研究と㣗のᏳ全・Ᏻ心

の現ሙから㹼ࠖ開ദのሗ࿌] 
 

 
2014 年 3 月 2 日（日）・9 日（日）に開ദされましたミニサイ࢚ンࢫデイࠕ放射線って、そもそも

なんࡔろう㸽㹼᭱先➃研究と㣗のᏳ全・Ᏻ心の現ሙから㹼ࠖにおいて、᭱先➃研究の現ሙから、とい

うことで、ึ日（2 日）に本センター・ඖセンター㛗で本学ྡ教授の⧊原ᙪஅ先生による放射線
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についての講⩏とセンターのぢ学会が行われました。ミニサイ࢚ンࢫデイとは、ࠕ科学の͆プロセ͇ࢫ

をᏊどもから大ேまでឤでឤじられる日ࠖをࢥンセプトにᐑᇛ┴およࡧ≉ᐃ非Ⴀά動ἲே 
natural science が主ദするイ࣋ントです。ヲしくは࣍ーム࣌ー

ジ(http://science-community.jp/)をごぴくࡔさい。 
参ຍ者は、ࢥンセプト㏻りᏊどもから大ேまでの 19 ྡでし

た（ᑠ学生 8 ྡ、୰学生以上 11 ྡ）。放射線の講⩏はᑠ学生に

とっては㞴しい内容でしたが、その後の実⩦とぢ学では⯆を

ᣢってくれたようでした。後日のアンࢣートによると、Ș線、

ș線、Ț線の㐪いを解ㄝできるようになったᑠ学生もいたよう

です。 
     

 
 ᐃ器研究部  ఀ藤 ṇಇ 

 
 

[放射線と RI のᏳ全取ᢅいに関する全学講⩦会] 
 平成 26 年 5 月 7 日(Ỉ)㹼12 日(月)、19 日(月)㹼6 月 2 日(月)     
 
・➨ 75 回基♏ࢥーࢫ講⩏㸸  
    工学部㟷葉記ᛕ会㤋大研ಟᐊ  5 月 8 日(木),9 日(金),12 日(月)  3 日間の内 1 日ཷ講 
・➨ 75 回基♏ࢥーࢫⱥㄒࢡラࢫ講⩏㸸  
    CYRIC ศᏊイメージングᲷ講⩏ᐊ 5 月 7 日(Ỉ) 
・実⩦㸸  
    CYRIC RI Ჷ 5 月 19 日(月),20 日(ⅆ), 22 日(木),23 日(金),26 日(月),27 日(ⅆ),28 日(Ỉ), 
          30 日(金),6 月 2 日(月)    9 日間の内 1 日ཷ講  
・➨ 36 回 SOR  （の講⩏のみをཷ講ࢫーࢥ♏基）ࢫーࢥ
          

基♏ࢥーࢫ講⩏内容㸸 
 時  間         講 ⩏ 内 容                  講  師 

5 月 8 日(木) 
8:00㹼 8:50（ཷ講ཷ） 
8:50㹼 9:00 ࢞イࢲンࢫ 
9:00㹼 9:30 放射線のᏳ全取ᢅ(1)ࠕ放射線ᴫㄽ㺁 CYRIC Ώ部 ᾈྖ 
9:40㹼10:40 ேయにᑐする放射線のᙳ㡪 医学系研究科 㕥木 ᮍ᮶Ꮚ 

10:50㹼11:50 放射線のᏳ全取ᢅ(2)ࠕ物⌮ィ 㺁 CYRIC ఀ藤 ṇಇ 
12:40㹼13:40 放射線のᏳ全取ᢅ(3)ࠕRI の学ࠖ 金属ᮦᩱ研究所 ᒣ村 ᮅ㞝 
13:50㹼15:20 放射線取ᢅに関するἲ௧ CYRIC  Ώ部 ᾈྖ 
15:30㹼17:00 放射線のᏳ全取ᢅ(4)  ㎰学研究科 ⓑ川 ோ  
17:00㹼17:20 ᑠテࢫト          

 
5 月 9 日(金) 

⧊原先生とぢ学会の様Ꮚ 
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8:00㹼 8:50（ཷ講ཷ） 
8:50㹼 9:00 ࢞イࢲンࢫ 
9:00㹼 9:30 放射線のᏳ全取ᢅ(1)ࠕ放射線ᴫㄽ㺁 CYRIC Ώ部 ᾈྖ 
9:40㹼10:40 ேయにᑐする放射線のᙳ㡪 CYRIC 平岡 ᏹኴⰋ 

10:50㹼11:50 放射線のᏳ全取ᢅ(2)ࠕ物⌮ィ 㺁  CYRIC 㓇ぢ Ὀᐶ 
12:40㹼13:40 放射線のᏳ全取ᢅ(3)ࠕRI の学ࠖ 多ඖ物㉁科学研究所 
   బ藤 ಟᙲ 
13:50㹼15:20 放射線取ᢅに関するἲ௧ CYRIC Ώ部 ᾈྖ 
15:30㹼17:00 放射線のᏳ全取ᢅ(4)   CYRIC 船木 ၿோ 
17:00㹼17:20 ᑠテࢫト 
 

5 月 12 日(月) 
8:00㹼 8:50（ཷ講ཷ） 
8:50㹼 9:00 ࢞イࢲンࢫ 
9:00㹼 9:30 放射線のᏳ全取ᢅ(1)ࠕ放射線ᴫㄽ㺁 CYRIC Ώ部 ᾈྖ 
9:40㹼10:40 ேయにᑐする放射線のᙳ㡪 医学系研究科 㕥木 ᮍ᮶Ꮚ 

10:50㹼11:50 放射線のᏳ全取ᢅ(3)ࠕRI の学ࠖ 工学研究科 ୕村 ᆒ 
12:40㹼13:40 放射線のᏳ全取ᢅ(2)ࠕ物⌮ィ 㺁 CYRIC 㓇ぢ Ὀᐶ 
13:50㹼15:20 放射線取ᢅに関するἲ௧ CYRIC Ώ部 ᾈྖ 
15:30㹼17:00 放射線のᏳ全取ᢅ(4) ㎰学研究科 ⓑ川 ோ  
17:00㹼17:20 ᑠテࢫト          
 
基♏ࢥーࢫⱥㄒࢡラࢫ講⩏内容㸸   

 
5 月 7 日(Ỉ) 

8:00㹼 8:50（ཷ講ཷ） 
8:50㹼 9:00 Guidance 
9:00㹼 9:30 Introduction to safe handling of radiation CYRIC Ώ部 ᾈྖ 
9:40㹼10:40 Effects of radiation to human CYRIC 田代 学 

10:50㹼11:50 Physics for safe handling of radiation ⌮学研究科 岩బ ┤ோ 
12:40㹼13:40 Chemistry for safe handling of radiation 高度教㣴教⫱・学生ᨭ機ᵓ      

  関᰿ ຮ 
13:50㹼15:20 Regulation law for radiation handling CYRIC Ώ部 ᾈྖ  
15:30㹼17:00 Safe handling of radiation/isotopes ⸆学研究科 ྜྷ田 ᾈᏊ 
17:00㹼17:20 Examination 
                                           
・ ➨ 62 回㹖線ࢥーࢫ講⩏㸸 
    工学部㟷葉記ᛕ会㤋大研ಟᐊ 5 月 13 日(ⅆ),15 日(木)  2 日間の内 1 日ཷ講 
・ ➨ 62 回㹖線ࢥーࢫⱥㄒࢡラࢫ講⩏㸸 
     CYRIC ศᏊイメージングᲷ講⩏ᐊ  5 月 15 日(木) 
 
X 線ࢥーࢫ講⩏内容㸸 
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13:50㹼15:20 Regulation law for radiation handling CYRIC Ώ部 ᾈྖ  
15:30㹼17:00 Safe handling of radiation/isotopes ⸆学研究科 ྜྷ田 ᾈᏊ 
17:00㹼17:20 Examination 
                                           
・ ➨ 62 回㹖線ࢥーࢫ講⩏㸸 
    工学部㟷葉記ᛕ会㤋大研ಟᐊ 5 月 13 日(ⅆ),15 日(木)  2 日間の内 1 日ཷ講 
・ ➨ 62 回㹖線ࢥーࢫⱥㄒࢡラࢫ講⩏㸸 
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X 線ࢥーࢫ講⩏内容㸸 
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5 月 13 日(ⅆ)㸪15 日(木) 
8:00㹼 8:50（ཷ講ཷ） 
8:50㹼 9:00 ࢞イࢲンࢫ 
9:00㹼10:30 㹖線⨨のᏳ全取ᢅい 工学研究 ᑎ川 ㈗ᶞ 

10:40㹼11:10 㹖線関係ἲ௧ 工学研究 ᯇᒣ 成⏨ 
11:20㹼12:00 Ᏻ全取ᢅいに関するࣅデオ CYRIC ⤖ᇛ ⚽行 
 
X 線ࢥーࢫⱥㄒࢡラࢫ講⩏内容㸸 

 
5 月 15 日(木) 

12:50㹼13:20（ཷ講ཷ） 
13:20㹼13:30 Guidance 
13:30㹼15:00 Safe handling of X-ray machines CYRIC Ώ部 ᾈྖ 
15:10㹼15:40 Regulation for X-ray machine handling CYRIC Ώ部 ᾈྖ 
15:50㹼16:10 VTR for safe handling of radiation CYRIC ⤖ᇛ ⚽行

 
 
[基♏ࢮミぢ学会のሗ࿌] 
 
現在、センターでは東北大学の全学教⫱科目ࠕ基♏ࢮミ のࠖ一科目としてࠕPET とサイࢡロトロンࠖ

を実施しています。この教⫱プログラムは、東北大学の学部᪂一年生をᑐ㇟として、入学᪩ࠎからኟ

までのᮇ間にわたって行われます。ࠕ全学教⫱ とࠖして、య験学⩦や⮬ᕫ学⩦を㏻じた学ࡧを㔜視して

おり、センターの基♏ࢮミでは、サイࢡロトロンᢏ⾡とその応用に関してㄪ査研究発⾲をしていたࡔ

きます。全学教⫱というྡの㏻り、どの学部に所属する学生でも⮬⏤に㑅ᢥがྍ能です。今年度の参

ຍ学生は 5 ྡと年よりもᑡなく、工学部が 3 ྡ、⌮学部（物⌮）が 2 ྡという内訳でした。平成 26
年 4 月 14 日のึ回授業でオ࢚ࣜンテーシࣙンを行い、その୰で PET とサイࢡロトロンに関する᭱低

㝈のሗをᥦ౪しました。4 月 21 日には、 ᐃ器研究部の㓇ぢᐶὈ先生に現代物⌮学的ほ点からサイ

き、物㉁のᵓ㐀、ຍ㏿器の種㢮と≉ᚩ、素⢏Ꮚ研究の᭱前線、⌮ㄽࡔロトロンについてお話しいたࢡ

物⌮学研究の᭱前線、Ᏹᐂㄌ生のㅦの解᫂など、多ᒱにわたる関連研究をご紹介いたࡔきました。そ

して、28 日にはサイࢡロトロン・RI センターのぢ学会を実施しました。その様Ꮚについてごሗ࿌い

たします。 
このぢ学会は、3ࠎ 時間かけてのྐ上まれにぢる㛗さのぢ学会

でした。ぢ学┤前のㄝ᫂では、ຍ㏿器の㐠㌿により放射ᛶ同位యが

సられ、それをᮦᩱにして放射ᛶ⸆がྜ成され、⸆ရ㉁検ᐃ後

に実㝿にேయにᢞされて PET 画像のᙳが行われる、という一

連の␗ศ㔝⼥ྜ的な流れをᥗんでいたࡔくこと、そして、その⤖ᯝ

としての医学的応用と成ᯝを強ㄪしてㄝ᫂しました（┿.ྑ）。                             
ぢ学内容としては、サイࢡロトロン（᪂原先生）、⸆ྜ成（石川

先生）およࡧ PET ⨨（Ώ部先生）のぢ学が୰心でしたが、今年

度は⌮工系学生が୰心ࡔったので、大ᆺサイࢡロトロン⨨ࠕイオン※ をࠖぢせていたࡔいたり、ࢤࠕ

ࣝマニウム࣎ーࣝࠖやࠕレーࢨー෭༷⨨ࠖなどもぢ学させていたࡔきました。現在はサイࢡロトロ

ンの㐠㌿が停Ṇ୰なので、多くのタഛをぢ学することができたのが学生にとってはプラࢫになったと
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思います。大ᆺサイࢡロトロンᐊぢ学では、サイࢡロトロン本యの上にⓏらせていたࡔくこともでき、

学生はみな⯆ዧしておりました（┿.下）。 
 

        
 
 
 
 

 
 

 
地下から大ᆺサイࢡロトロンをぢ上げることもできました。参ຍ学生からのឤとして、ࠕサイࢡロ

トロンの機Ეをみて大きさに㦫いた。ࠖ とのࢥメントがありました。 
後༙は⣙ 90 ศ間をって、ライフサイ࢚ンࢫ系研究施タのぢ学を行いました。PET 用放射ᛶ⸆

〇㐀用のᑠᆺサイࢡロトロン、放射ᛶ⸆のྜ成を行う࣍ットラ࣎のぢ学では、停Ṇ୰のࣜࢡーンࣝ

ーム（┿.ᕥ下）をぢ学していたࡔきました。そして、RI 実験Ჷに⛣動してᑠ動物用 PET ⨨、以

前用されていた臨床用 PET ⨨のぢ学を行いました（┿.┿୰下）。ࣜࣗ࢟ーኵேのラジウム原器

もぢていたࡔきました。 
せっかくの機会なのでࣁンドフット ᐃ実⩦もしてもらいましたが（┿.ྑ下）、⥭ᙇの᪂య験ࡔ

ったようです。ࠕᡭをかまれたりすることなんかないからᏳ心して下さい㸟㸟 とࠖㄝ᫂しても皆、ᜍる

ᜍるの応ࡔったのがとても༳㇟的でした。 

 
ぢ学୰の教ဨからのㄝ᫂にᑐして✺っ㎸んࡔ㉁ၥも多数㣕ࡔࡧし、たとえ参ຍே数はᑡなくてもア

 。ミ学生の༳㇟でしたࢮ♏ティは高そうなのが今年の基ࣅティࢡ
ẼをⰋくした教ဨഃからレ࣏ートㄢ㢟も出ました。 
ձプロトンࣅームを、☢力をって᮰させるᢏ⾡のしくみは㸽 
ղ༙導య検出器で放射線を検出する原⌮は㸽  

その⤖ᯝ、教ဨഃからはなんとㄝ᫂したらよいものやら、というような⌋回⟅・ྡ回⟅も㣕ࡧ出

したようで、これはこれでᎰしいᝒ㬆でした。ぢ学した内容について実㝿にㄪ査・考ᐹを行うという

ព⩏は༑ศにありました。 
さて、5㹼6 月に実施されたぢ学後の授業では、ྛ ⮬のㄪ査研究テーマをỴめてもらうためのሗᥦ

౪として、センター教ဨによる連続講⩏を実施しました。その内容は非常に多ᒱにわたっており、認

                  
石川先生と（ᕥ）Ώ部先生の（┿୰、ྑ）⨨ㄝ᫂の様Ꮚ 

         
᪂原先生の⨨ㄝ᫂の様Ꮚ 
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知症の画像診断、がんの画像診断、がんの放射線治療、⸆物స用の PET 臨床研究、PET  ᐃの原

⌮としくみ、PET 以እの画像診断⨨、ஙがんᑓ用 PET ⨨の開発、放射ᛶ⸆の開発、基♏研究

（動物実験）などの医学系、⸆学系、医工学系、工学系の講⩏を⪺いていたࡔき、ྛ⮬のㄪ査研究を

進めていたࡔきました。大学の研究センターで、これࡔけのᗈいศ㔝を༢⊂でࣂ࢝ーしている施タも

全国的に⌋しいとはゝわれていますが、これࡔけᗈ⠊な␗ศ㔝⼥ྜᆺ授業も⌋しいのではないかと᥎
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᭱⤊的にྛ⮬がㄪ査研究のテーマとして㑅んࡔのは、ࠕがん治療 認知症ࠕࠖ、 放射線治療ࠕࠖ、 ウ࣍ࠕࠖ、

素୰ᛶᏊᤕᤊ療ἲ（BNCT）ࠖ、ࠕ標‽ᶍᆺ（⌮ㄽ）ࠖ となりました。こうしたㄪ査テーマの多様さは、

サイࢡロトロン・RI センターの研究のᖜのᗈさをそのままᫎしているとも考えられます。ᨵಟ工

がしたばかりの研究Ჷにおいて学生発⾲会を行い、物⌮学や医工学のࣃࢫ࢚࢟ートの先生方にも

ご同ᖍいたࡔきました。大学᪂入生とࣜࣂࣜࣂのⱝᡭ研究者のやりとりは学会さながらにⓑ⇕したሙ

㠃もあり、方にとってពがあったのではないかとᮇᚅします。また、発⾲会⤊後には、基♏ࢮ

ミ前༙のぢ学ではまࡔぢることができなかった᪂しい臨床 PET ⨨や NIRS ⨨も㏣ຍぢ学してい

たࡔきました。参ຍ学生からは、ࠕ▷ᮇ間に㞟୰して┒りἑᒣの内容の話が⪺けて、⌮解も῝まってす

ごくⰋかったです㸟ࠖと┤᥋ゝってもらえてᎰしかったです。 
᭱後に、ࠕศ㔝がいくら⣽ศされてもྛศ㔝はいにつながりあっているし、研究者と♫会の⧅が

りも㏵⤯えることはありません。ᑗ᮶どんなᑓ門ศ㔝に進んでも、それをどこか頭の∦㝮に⨨きなが

ら研究開発にあたって下さい。ࠖ とお話ししてࢮミ⤊とさせていたࡔきました。お⑂れ様でした㸟 

ᑗ᮶、一ேでも多く、関連ศ㔝にᦠわり、次の時代をᢸうேᮦに⫱ってくれればࢫタッフ一同、ᮃእ

の႐ࡧです。 
サイࢡロトロン核医学研究部 田代 学 

 
 
[David Yang 教授(テ࢟サࢫ大学 M.D. Anderson Cancer Center)講₇会] 
 

MD Anderson Cancer Center は世⏺的に知られている⡿国ᒅ指のが

んセンターですが、2014 年 4 月 14 日（16:40㹼17:40）に、Department 
of Experimental Diagnostic ImagingのDavid J. YANG教授（┿.ྑ） 
にお㉺しいたࡔき講₇をしていたࡔきましたのでごሗ࿌いたします（講

₇タイトࣝ㸸”Radionuclides for Theranostic Approaches in Cancers: 
Imaging Guided Personalized Medicine for Treatable Diseases ）͇。こ

の講₇は、東北大学大学院医学系研究科ศᏊイメージングࢥーࢫの≉ู講⩏としても実施し、東北医

学会の≉ู講₇としてもⓏ㘓していたࡔきました。その関係で、講₇会ሙはサイࢡロトロン・RI セン

ター ศᏊイメージングᲷ講⩏ᐊをメイン会ሙとし、ศᏊイメージング研究教⫱ண⟬でᩚഛされた㏻ಙ

回線を用して、医学部 5 ྕ㤋 6F の機能⸆⌮学ศ㔝をサテライト会ሙとして、㟷葉ᒣとᫍ㝠ࣕ࢟ン

きましࡔにご᮶ሙいたࠎらの会ሙでも多数の方ࡕの୧方で同時に視⫈できるᙧで行いました。どࢫࣃ

た。 
現在、ྎ画像診断ࣜࢡニッࢡ勤務で、MD Anderson Cancer Center の留学経験者でもおられ

る段᪫東先生（センターࣜサーチフ࢙ロー）が Yang 先生をᘬ⋡してセンターまでお連れ下さいまし

た。今回の講₇の主な内容は、がんの診断・治療をよりຠᯝ的に進めるための᪂しい放射ᛶ⸆の開

発についてでした。まࡎは、᭱㏆ὀ目されているࠕȘ線放出核種 （ࠖ225Ac, 211At, 188Re, 177Lu など）を
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用いたがん治療⸆の開発についてお話しいたࡔきました。また、ジࢿ࢙レータを用いた臨床診断⸆

の開発、࢟レートによる⚄経内ศἪ⭘⒆診断⸆についてもお話しいたࡔきました。 
同じ⸆を␗なる放射ᛶ核種（㸸 68Ga と 177Lu）で標㆑することで、PET 診断と放射線治療の

୧方がྍ能になります。ࠕ治療と診断の一యࠖである”Theranostics”というᴫᛕもご紹介下さいまし

た。また、こうした᪂㡿域の臨床研究を᥎進するためにはこれまで以上に開発部門と臨床医のᐦ᥋な

連ᦠがྍḞであることを強ㄪされました。 
講₇後は、今回 Yang 教授をご紹介くࡔさったఀ藤ṇᩄྡ教授（

┿.ྑ）（前サイࢡロトロン核医学研究部教授、現ྎ画像検診ࣜࢡニ

ッࢡ院㛗）が講₇内容を日本ㄒでサマライࢬしてくࡔさいました。メ

イン会ሙࡔけでなく、サテライト会ሙからも㉁ၥが出され、非常にά

発な㉁応⟅が㛗時間続きました。その⤖ᯝ、⤊は 18 時を㐣ࡂま

したが、Yang 先生はᛌく応じてくࡔさいました。 
なお、講₇を東北医学会の≉ู講₇にⓏ㘓していたࡔいた関係で、東北医学会よりឤㅰ≧（日本ㄒ

にⱥ訳）とࣈロンࢬメࣝࢲを㉗࿊させていたࡔきました（┿下）。ࠕ次に講₇に᮶る機会がもしあ

れば、その時はࢦーࣝドメࣝࢲかなあ㸟㸽㸽ࠖと、さすが Yang 先生、ジࣙーࢡのセンࢫも金メࣝࢲ

⣭でした㸟 次回またお会いできるのが非常にᴦしみです。 
 
 

 
 
             
 
 
 
 
      

サイࢡロトロン核医学研究部 田代 学 
 
 
[➨ 38 回 国❧大学アイࢯトープ⥲ྜセンター㛗会議] 
 
平成 26 年 6 月 4 日から 6 月 5 日の二日間、ᚨ島大学大ሯ講ᇽにてࠕ➨ 38 回 国❧大学アイࢯトー

プ⥲ྜセンター㛗会議 （ࠖ世話ᰯ㸸ᚨ島大学）が開ദされました。21 の国❧大学関連部ᒁより 60 ே以

上が参ຍし、本センターからは谷内一ᙪ、Ώ部ᾈྖ、ఀ藤ዉ⨾Ꮚの 3 ྡが出ᖍしました。会議の議

次➨は以下のとおりです。 
 [6 月 4 日㹛 
開会ᣵᣜ 㤶川 ᚁ（ᚨ島大学㛗） 
講₇ 1 ₇㢟ࠕ学⾡研究を取りᕳく動ྥࠖ₇者 高ᶫ ு 

（ᩥ部科学┬研究⯆ᒁ学⾡機関ㄢ研究タഛ係㛗（ే）研究ᨭ係㛗） 
ሗ࿌ アイࢯトープ⥲ྜセンター㛗会議ά動ሗ࿌（谷内一ᙪ東北大学センター㛗） 

ศᏊイメージング教⫱研ಟ WG ሗ࿌（Ώ部ᾈྖ東北大学准教授） 

 
 を㉗࿊する➹者とࣝࢲメࢬロンࣈ

David J. YANG 教授 

 
サテライト会ሙでの谷内センター㛗 
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議 1 アイࢯトープ⥲ྜセンターの現≧とㄢ㢟ཬࡧ今後のᒎᮃ(1) 
 アイࢯトープ⥲ྜセンターの現≧とㄢ㢟ཬࡧ今後のᒎᮃ(2) 
ሗ会 会ሙࢨ・グランドࣃレࢫᚨ島 
[6 月 5 日㹛 
議 1 アイࢯトープ⥲ྜセンターの現≧とㄢ㢟ཬࡧ今後のᒎᮃ(3) 
講₇ 2 ₇㢟ࠕ放射線つไ行ᨻの᭱㏆の動ྥについてࠖ₇者 ᐑ本 大 

（原Ꮚ力つไᗇ放射線㜵ㆤᑐ⟇部放射線ᑐ⟇・ಖ障ᥐ⨨ㄢ放射線つไᐊᑂ査一係㛗） 
講₇ 3 ₇㢟ࣂࠕイオによるものつくりあれこれ㹼᭱㏆の話㢟からࠖ 

₇者 大ᨻྐ（ᚨ島大学大学院ࢯシオテࣀࢡサイ࢚ンࢫ研究部教授） 
㛢会ᣵᣜ   ୕ዲ弘一（ᚨ島大学アイࢯトープ⥲ྜセンター㛗） 

 
本会議に先❧ࡕ、ศᏊイメージング教⫱研ಟ WG 会議およࡧᖿ会があり、本年度のศᏊイメージ

ングに関する教⫱研ಟプログラムを本学でᇳり行うことがᢎされました。 
今回は、ᖿᰯをỴめる㑅ᣲが行われ、ᚑ᮶㏻り、東北大学、東ி大学、ྡ古ᒇ大学、ி㒔大学、

大㜰大学の㸳ᰯがỴまりました。また、会㛗ᰯは東北大学、会㛗ᰯが東ி大学となりました。᮶年

度は、⇃本大学が当␒ᰯです。 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

センター㛗会議参ຍ者による全య┿ 
 

放射線⟶⌮研究部 Ώ部 ᾈྖ
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>㐠Ⴀᑓ門ጤဨ会ሗ࿌㹛 

 

平成 25 年度➨ 3 回（平成 25 年 12 月 20 日開ദ） 
 次ᮇセンター㛗ೃ⿵者の㑅考のための㑅ᣲ⟶⌮ጤဨ㑅出 
 寄附研究部門のタ⨨ᢎ認 
 教ဨの任ᮇไに関してᑂ議 
 ຍ㏿器研究部教ဨ㑅考は教ဨの任ᮇไỴᐃ後に行う 
 ㄢ㢟᥇ᢥ部会からのሗ࿌。㟁Ẽᩱ金のቑ大➼により᭱大༙年間の㐠㌿とする 
 教ဨ➼の␗動、共同研究ဨのཷ入についてሗ࿌ 
 サイࢡロトロン㐠㌿経㈝に関して科研㈝研究ィ画ㄪ᭩の記㍕のㄝ᫂ 
 
平成 25 年度➨ 4 回（平成 26 年 1 月 27 日開ദ） 
 高齢者高次脳医学寄附研究部門の教ဨ㑅考 
 教ဨの任ᮇไに関してᑂ議 
 先➃ᢏ⾡実ド・ホ価タഛᩚഛ㈝➼⿵ຓ金についてሗ࿌ 
 
平成 25 年度➨ 5 回（平成 26 年 2 月 24 日開ദ） 
 現センター㛗の谷内一ᙪ教授を次ᮇセンター㛗ೃ⿵者として㑅出 
 研究教授᪂つ 2 ྡ、⥅続 10 ྡ、ࣜサーチフ࢙ロー᪂つ 1 ྡ、⥅続 5 ྡの⛠ྕ授をᢎ認 
 教ဨの任ᮇไに関してᑂ議 
 㔞Ꮚ脳患・がん研究センターᩚഛ（㹐㹇⥲ྜセンターᨵಟ）工、Ẽ⨨ᨵಟ工、放射物

変᭦申ㄳస業➼により、本年ኟ頃を目㏵に共同用の開を目指している᪨、ሗ࿌ 
 
 
 
着 任 の ご ᣵ ᣜ 

 
 センター 高齢者高次脳医学寄附研究部門 教授 

目㯮 ㅬ一 
 

 
このたࡧ、CYRIC センター㛗である谷内教授のご高㓄を㈷り、高齢者高次

脳医学寄附研究部門がタ⨨されました。よろしくお願いします。当部門は、ⱥ

ᩥは Division of Geriatric Behavioral Neurology です。ࠕ地域医療学と脳科学

に基づく認知症ᑐ㇟の行動⚄経学（Behavioral Neurology）の発ᒎとそれに基

づく医療⚟♴のྥ上の寄ࠖを、部門の目標にしています。前㌟は医学系研

究科高齢者高次脳医学講座で、タ⨨ᮇ間である平成 17 年 11 月㹼平成 26 年 3
月の間、主に田ᑼ・ᰩ原・Ⓩ⡿ 3 地域における認知症ᑐ⟇プロジࢡ࢙トを行っ

て参りました。ලయ的には、ձ認知症の地域ㄪ査とࣜࢡࢫーニングテࢫトの開発、ղ機能画像（FDG・

DNP）を用いた認知症の機能的ண後の検ウ、ճ⸆物㸩非⸆物療ἲによるໟᣓ的介入と介ㆤ連ᦠ、մMCI
 。の心⌮♫会的介入（㐠動・心⌮・認知トレ）です
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>㐠Ⴀᑓ門ጤဨ会ሗ࿌㹛 

 

平成 25 年度➨ 3 回（平成 25 年 12 月 20 日開ദ） 
 次ᮇセンター㛗ೃ⿵者の㑅考のための㑅ᣲ⟶⌮ጤဨ㑅出 
 寄附研究部門のタ⨨ᢎ認 
 教ဨの任ᮇไに関してᑂ議 
 ຍ㏿器研究部教ဨ㑅考は教ဨの任ᮇไỴᐃ後に行う 
 ㄢ㢟᥇ᢥ部会からのሗ࿌。㟁Ẽᩱ金のቑ大➼により᭱大༙年間の㐠㌿とする 
 教ဨ➼の␗動、共同研究ဨのཷ入についてሗ࿌ 
 サイࢡロトロン㐠㌿経㈝に関して科研㈝研究ィ画ㄪ᭩の記㍕のㄝ᫂ 
 
平成 25 年度➨ 4 回（平成 26 年 1 月 27 日開ദ） 
 高齢者高次脳医学寄附研究部門の教ဨ㑅考 
 教ဨの任ᮇไに関してᑂ議 
 先➃ᢏ⾡実ド・ホ価タഛᩚഛ㈝➼⿵ຓ金についてሗ࿌ 
 
平成 25 年度➨ 5 回（平成 26 年 2 月 24 日開ദ） 
 現センター㛗の谷内一ᙪ教授を次ᮇセンター㛗ೃ⿵者として㑅出 
 研究教授᪂つ 2 ྡ、⥅続 10 ྡ、ࣜサーチフ࢙ロー᪂つ 1 ྡ、⥅続 5 ྡの⛠ྕ授をᢎ認 
 教ဨの任ᮇไに関してᑂ議 
 㔞Ꮚ脳患・がん研究センターᩚഛ（㹐㹇⥲ྜセンターᨵಟ）工、Ẽ⨨ᨵಟ工、放射物

変᭦申ㄳస業➼により、本年ኟ頃を目㏵に共同用の開を目指している᪨、ሗ࿌ 
 
 
 
着 任 の ご ᣵ ᣜ 
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今後、上記目標達成のため、より脳科学に基づいた研究にシフトして行きたいと考えています。地

域医療学に SPECT・PET 機能画像による脳科学の視点を入れて行きたいと考えています。どうぞよ

ろしくお願いします。 
 
 

センター 高齢者高次脳医学寄附研究部門 准教授 
金田 朋洋 

 
4 月 1 日に高齢者高次脳医学寄附研究部門に着任いたしました金田朋洋（かね

た ともひろ）です。平成 8 年に東北大学医学部を卒業後、大学病院放射線科で

勤務してきました（皆様ご存じのことと思います）。この度、ご縁がありまして

CYRIC所属となりましたので、今後ともよろしくお願いいたします。私がCYRIC
に出入りするようになったのは FRP170 という低酸素 PET トレーサーの動物実

験が始まった平成 10 年ころかと思います。当時は船木先生にお世話になり、二

核種オートラジオグラフィーの動物実験に没頭していたものでした。この研究は放射線治療科の高井

先生（現 弘前大学教授）が癌研究で始めたものですが、私は心筋虚血に応用して学位を取得しまし

た。その後、岩田先生らのご尽力でこのトレーサーが臨床に上がり、月に 1 回程度、大学病院から患

者さんを CYRIC に連れてきて検査を施行するといったことを数年続けて参りました。その間、古本

先生や四月朔日先生、石川先生には大変お世話になりました。ここにきて大学病院と CYRIC の PET
臨床研究ユニットが発足し、谷内先生のご尽力で停滞していたメチオニン PET がようやく現実的な

ものとなってきました。この原稿が出版される頃には、大学病院でのメチオニン PET が開始されて

いるかもしれません。と、ここまで高齢者高次脳医学と全く無関係な内容で申し訳ありません。私は

以上の流れで癌診断を極めようと、当時の PET 癌研究班会議を主導していた慶応大学の村上先生に

留学先のご紹介をお願いしたところ、千葉大時代の一つ後輩にあたる簑島先生（ワシントン大学）を

ご紹介下さいました。 
実はそんなひょんなことから私の認知症研究が始まったわけです。帰国すると工藤先生・岡村先生

から BF-227 のデータを頂き、簑島先生のプログラムで解析したりしてみました。高齢者高次脳医学

ではいわゆる”認知症”に至っていない prodromal な段階で、認知機能障害を検出し医療介入を行えれ

ばと考えておりますので、PET を用いたアミロイドやタウのイメージングは非常に強力な武器になり

ます。今後、CYRIC を拠点に価値の高い認知症研究に取り組んでいきたいと考えておりますので、

皆様のご協力とご指導を何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

 

センター 高齢者高次脳医学寄附研究部門  講師 

関 隆志 

 

はじめまして。 
医学系研究科の老年呼吸器内科、先進漢方治療医学講座を経て、現在に至る内

科医です。その間、大学病院漢方内科にて鍼灸・漢方の診療をおこないながら多

くの学内の先生方と共同研究を行ってきました。そうした研究をテーマ毎にご紹

介します。 
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࠙鍼灸治療研究ࠚ 
医学༤ኈྕのテーマは、ㄗᄟᛶ⫵⅖を⧞り㏉す脳血⟶障害患者のᄟ下機能をᨵၿする鍼治療の開発

です。⭸の下の足୕㔛（あしさんり）と内㢛とア࢟レࢫ⭝の間のኴ㇈（たいけい）の 2 所に鍼่⃭࢝

をすることで的にᄟ下射₯時がᨵၿすることをぢいࡔしました。その後、同部位の่⃭は、ᄟ

下射のみならࡎ、ㄗᄟとဗ頭ṧ留をもᨵၿすることを♧し、᭦には、鍼治療ではなく、⓶に㟁極

を㈞り低࿘Ἴ㟁流を㏻㟁しても同様のຠᯝを♧すことがศかりました。また、鍼治療に関しては高齢

者のṌ行障害、⥳内障、㔜症筋無力症をᨵၿする鍼治療を開発してきました。CYRIC 田代学教授と

は高齢者のうつ≧ែにᑐする鍼治療の機能画像研究を行っています。 
࠙非く治療⨨の開発ࠚ 
鍼治療や漢方⸆治療は、ここ数年の間にⰋ㉁のࣅ࢚デンࢫがᑡしࡎつでてきています。しかし、 

⇕治療である灸治療は่⃭のᐃ㔞的ไᚚがᅔ㞴でࣅ࢚デンࢫは非常にஈしいのが現≧です。流య科学

研究所ఏ⇕ไᚚ研究ศ㔝ᅭᒣ㔜┤教授と共同でᏳ全かつᛌ㐺でしかもᐃ㔞的なࣅ࢚デンࢫ出がྍ能

な ⇕治療⨨を開発し㐠用しています。さらに鍼治療に変わりうる非く治療デࣂイࢫとして、医

工学研究科ࣀࢼデࣂイࢫ医工学ศ㔝ⰾ㈡洋一教授と共同で᮰㉸㡢Ἴによる治療⨨の開発を行って

います。 
࠙鍼灸・漢方⸆が血行動ែにཬࡰすᙳ㡪の検ウࠚ 
サーࣂーサイ࢚ンࢫセンター先➃ሗᢏ⾡研究部ྜྷ⃝ㄔ教授、ຍ齢医学研究所心⮚病㟁Ꮚ医学ศ㔝

ᒣᐙᬛஅ教授とは鍼灸・漢方⸆がேయの血行動ែにཬࡰすᙳ㡪のᐃ㔞的検ウを行ってきました。また、

流య科学研究所⼥ྜィ⟬医工学研究ศ㔝᪩℩ᩄᖾ教授、ⓑ井ᩔ准教授と㉸㡢Ἴィ ⼥ྜ血流解析シࢫ

テムをもࡕいて鍼治療がேయの血行動ែにཬࡰすᙳ㡪をシミࣗレーシࣙンを行い解᫂する検ウを行っ

ています。 
࠙漢方⸆研究ࠚ 
漢方⸆のศ㔝では、現在、⸆学研究科⸆物療ἲ学ศ㔝ᒣᅧᚭ准教授と当研究部門とでࣅࣀレチンを

高ྵ᭷するミ࢝ンの⓶ࠕ㝞⓶ࠖのアࣝࣁࢶイマー病患者の認知機能ᨵၿຠᯝの臨床ヨ験を行っていま

す。Ᏻ価でస用のない全く᪂しいアࣝࣁࢶイマー病治療⸆としてᮇᚅされます。 
࠙世⏺の୰の漢方ࠚ 
୰東に㉳※のあるユࢼニ医学、༡アジアのインドを㉳※とするアーユࣝ࣋ーࢲ、東アジアの୰国を

㉳※とする୰国ఏ⤫医学・漢方・㡑医学、チ࣋ットのチ࣋ット医学が世⏺の 4 大ఏ⤫医学といわれて

います。世⏺ಖ機関(WHO)では国㝿病ศ㢮(ICD)のᨵゞを 2015 年までに⤊えるணᐃでస業を進

めており、そこに東アジアのఏ⤫医学のᴫᛕをຍえるస業をしております。その Temporary adviser
をしてきました。また国㝿標‽機ᵓ(ISO)では୰国を㉳※とする୰国ఏ⤫医学・漢方・㡑医学の国㝿

つ᱁సりを行っており、㟈⅏まではわが国の mirror committee の議㛗を務めてきました。୰国や㡑

国はఏ⤫医学を世⏺にᡴって出るためのࣅジࢫࢿチࣕンࢫとᤊえ、国ᐙレࣝ࣋で大きなᨭを行って

います。しかしわが国ではこうしたά動を大学ேや業の࣎ランティアに㢗っているのが現≧で、࣎

ランティアがその本業を≛≅にするどのά動をしても、୰国・㡑国にࣅジࢫࢿチࣕンࢫをዣわれる

ことを㣗いṆめるのがᅔ㞴な≧ἣです。 
࠙わが国の漢方の現≧ࠚ 
わが国は㉸高齢♫会で医療㈝の๐ῶがồめられています。高齢者には大㔞の⸆物がฎ方される多

ే用もၥ㢟とされています。一⯡の⸆物と㍑て⸆価がᏳく、一つで」数のឋッをᨵၿしうる漢方⸆

は高齢者医療でそのά用を検ウする価値があります。 
わが国では 8 以上の医師が漢方⸆を用いているといわれます。その漢方⸆の原ᩱの 8 以上（㔜
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㔞⟬）を୰国 1 国に౫存しており、レアメタࣝのようにその価᱁が高㦐しています。それにもかか

わらࡎ漢方⸆の⸆価は大変Ᏻくᢚえられています。そのためᗣಖ㝤で↦じ⸆をฎ方すると、㦫く

きに⸆ᒁの入れ値よりも⸆価がᏳく、⸆ᒁが㉥Ꮠになるのが現≧です。漢方⸆原ᩱ（生⸆）の国

内生⏘を᥎進すると同時に、㉁の高い国内⏘生⸆の⸆価を上げるなどのಖㆤを施行しなければ、ᗣ

ಖ㝤による漢方診療はいࡎれᔂቯします。わが国のඃれた漢方治療が༴機にℜしています。 
 

 センター 高齢者高次脳医学寄附研究部門 ຓ教 
୰村 㤾 

 
 
このたࡧ、高齢者高次脳医学寄附研究部門のຓ教をᣏいたしました୰村

㤾（なかࡴら けい）と申します。出㌟は東ிで、2003 年に大学を卒業し、出

㌟大学の⢭⚄科医ᒁでのึᮇ研ಟを⤊してからは、⢭⚄科病院での臨床にᚑ

しており、研究ά動には✚極的に関わってはおりませんでした。 
2008 年の⛅に✺↛、大学の以前の指導教ᐁから、ࠕまࡔ、༤ኈもとってない

し、すこしຮ強してみないかࠖという話があり、以前から様ࠎな⢭⚄症≧と脳

機能との関連について⯆をもっていたこともあり、2008 年のから研究生と

して、当研究部門教授の目㯮のඖでຮ強させていたࡔくこととなりました。研究生として᭱ึにᦠわ

ったのは、同時ᮇに始まったᐑᇛ┴ᰩ原ᕷでの地域ㄪ査で、私は主にㄪ査ᑐ㇟者の方の診ᐹと⚄経心

⌮検査をᢸ当しておりました。その後、同地域でのフ࢛ローアップ介入研究の介入ᢸ当、ᐑᇛ┴Ⓩ⡿

ᕷでの地域ㄪ査の実務的なとりまとめなどを行わせていたࡔきました。ᰩ原ᕷでの地域ㄪ査での⤖ᯝ

をඖに༤ኈㄽᩥを成させ、研究者としてのṌみを始めたばかりです。同時に、2011 年からṇᘧな大

学教ဨとして㏄えていたࡔき、教⫱㠃では大学院生の指導や研究生の指導の⿵ຓを行っております。

また、臨床㠃では、Ⓩ⡿ᕷでの認知症እ᮶の❧ࡕ上げを行いました。現在はྎᕷ内での認知症እ᮶

の❧ࡕ上げを行っている≧ἣであります。このように、研究・教⫱・臨床において実し㐣ࡂる毎日

を㏦っております。 
本研究部門では、地域における認知症の᪩ᮇ発ぢや㐺ษな介入、認知症の様ࠎな症≧における脳⚄

経学的基┙の解᫂を目指しております。そのためには PET などの放射線科学の力がྍḞですが、

私ಶேは PET をᡭ㡰にἢって行う程度の知㆑レࣝ࣋ですので、CYRIC という᭱先➃のሙで、ᨵめて

ຮ強させていたࡔきたいと思っております。研究㐙行に当たり CYRIC の皆様のお知ᜨをおりする

ことが多ࠎあるかと思います。何卒よろしくお願いいたします。 
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共 同  用 の ≧ ἣ  ̿平成 25 年 4 月 1 日㹼平成 26 年 3 月 31 日̿ 
 

RI Ჷ部ᒁู共同用申㎸௳数 

サイࢡロ 医学部 ⌮学部 工学部 ㎰学部 ྜィ 

4 6 2 2 1 15 
 

サイࢡロトロン共同用実験᥇ᢥㄢ㢟௳数 

ศ  㔝 
118 回     

（5 月㹼8 月） 
119 回     

（9 月㹼12 月） 
120 回     

（12 月㹼2 月） 
 物 ⌮ ・ 工 学 23 21 23 
       学 1 1 0 
 医学・生物（基♏） 20 12 8 
 医学・生物（臨床） 23 0 0 

ィ 67 34 31 
 

サイࢡロトロン共同用実験参ຍ者数 

ศ  㔝 
118 回     

（5 月㹼8 月） 
119 回     

（9 月㹼12 月） 
120 回    

（12 月㹼2 月） 
C Y R I C 172 69 68 
⌮ 学 部 37 29 54 
医 学部 (病院) 127 17 13 
ṑ 学 部 13 0 0 
工 学 部 264 234 236 
⸆ 学 部 9 10 9 
金    研 5 5 5 
ຍ 齢 研 13 0 0 
⎔ ቃ 科 学 2 2 2 
医工学研究科 41 34 33 
高➼教⫱開発センター  2 0 0 
㟁Ꮚග⌮学研究センター 2 1 0 
そ の  16 34 33 

ィ 703 435 453 

 
 
 

  



2120 
 

共 同  用 の ≧ ἣ  ̿平成 25 年 4 月 1 日㹼平成 26 年 3 月 31 日̿ 
 

RI Ჷ部ᒁู共同用申㎸௳数 

サイࢡロ 医学部 ⌮学部 工学部 ㎰学部 ྜィ 

4 6 2 2 1 15 
 

サイࢡロトロン共同用実験᥇ᢥㄢ㢟௳数 

ศ  㔝 
118 回     

（5 月㹼8 月） 
119 回     

（9 月㹼12 月） 
120 回     

（12 月㹼2 月） 
 物 ⌮ ・ 工 学 23 21 23 
       学 1 1 0 
 医学・生物（基♏） 20 12 8 
 医学・生物（臨床） 23 0 0 

ィ 67 34 31 
 

サイࢡロトロン共同用実験参ຍ者数 

ศ  㔝 
118 回     

（5 月㹼8 月） 
119 回     

（9 月㹼12 月） 
120 回    

（12 月㹼2 月） 
C Y R I C 172 69 68 
⌮ 学 部 37 29 54 
医 学部 (病院) 127 17 13 
ṑ 学 部 13 0 0 
工 学 部 264 234 236 
⸆ 学 部 9 10 9 
金    研 5 5 5 
ຍ 齢 研 13 0 0 
⎔ ቃ 科 学 2 2 2 
医工学研究科 41 34 33 
高➼教⫱開発センター  2 0 0 
㟁Ꮚග⌮学研究センター 2 1 0 
そ の  16 34 33 

ィ 703 435 453 
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平成 25 年度サイࢡロトロン共同用研究ㄢ㢟ྡ（臨床） 
 

研  究  ㄢ  㢟  ྡ （臨 床） ㄢ㢟申㎸㈐任者 実験㈐任者 

多系⤫ⴎ⦰症などのࣃー࢟ンࢯン症ೃ⩌における脳内Ș-シࢾ

レイン✚の非く的ࢡ PET ィ  
武田 ⠜ 
（医） 

⳥ụ ኵ 
（病） 

レイン✚の非く的ࢡࢾン病における脳内Ș-シࢯン࢟ーࣃ

PET ィ  
武田 ⠜ 
（医） 

⳥ụ ኵ 
（病） 

PET を用いた⫪関⠇内᪕㐠動における筋ά動の解析 
బ㔝 ༤高 
（医） 

బ㔝 ༤高 
（医） 

低酸素イメージング 18F-FRP170 を用いた組⧊内低酸素㡿

域のホ価 
金田 朋洋 
（病） 

金田 朋洋 
（病） 

アミロイドPETプローࣈ[11C]PiBによる老ேᩬのイメージン

グ 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

タウイメージング用プローࣈ[18F]THK-5117 の臨床応用 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

᪂つྥ⢭⚄⸆によるࣄト脳内ࢫࣄタミン⚄経系の動ែと臨床

ຠᯝ 
-PET によるࣄト脳内ࢫࣄタミン H1 ཷ容య༨拠⋡ ᐃ 

ᯇ岡 洋ኵ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

アミロイドーシࢫ患者におけるアミロイド✚の非く的

PET ィ  
Ⲩ井 ၨ行 
（ຍ齢研） 

古川 ᩄ 
（ຍ齢研） 

アࣝࣁࢶイマー病患者における老ேᩬの生య画像に関する

研究 
Ⲩ井 ၨ行 
（ຍ齢研） 

古川 ᩄ 
（ຍ齢研） 

老年ᮇ⑵࿈の臨床所ぢと脳⢾代ㅰに関する研究 
Ⲩ井 ၨ行 
（ຍ齢研） 

古川 ᩄ 
（ຍ齢研） 

PET による⭈血流ホ価ἲの☜❧ 
᳃ ᘓᩥ 
（病） 

᳃ ᘓᩥ 
（病） 

血⟶ᛶ認知症およࡧኻㄒ症にᑐするໟᣓ的ࣜࣜࣅࣁテーシࣙ

ンのຠᯝに関する研究 
目㯮 ㅬ一 
（医） 

目㯮 ㅬ一 
（医） 

11C-ド࣌ࢿジࣝを用いた㍍度認知障害およࡧ認知症患者にお

ける PET 臨床研究 
目㯮 ㅬ一 
（医） 

目㯮 ㅬ一 
（医） 

心㌟症におけるࢫࣄタミン H1 ཷ容య機能 
⚟ᅵ ᑂ 
（医） 

⚟ᅵ ᑂ 
（医） 

ᾘ⟶่⃭による線᮲యドࣃミンศἪのᐃ㔞的研究 
⚟ᅵ ᑂ 
（医） 

⚟ᅵ ᑂ 
（医） 

 ト脳⭠┦関に関する脳機能ࣔジࣗーࣝとその治療的ಟ㣭ࣄ
⚟ᅵ ᑂ 
（医） 

⚟ᅵ ᑂ 
（医） 

PET と㏆㉥እ線ศගィ(NIRS)による同時ィ 研究 
田代 学

（CYRIC） 
田代 学

（CYRIC） 
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アࣝࣁࢶイマー病と MCI の脳⢾代ㅰの㏣㊧研究 
田代 学

（CYRIC） 
田代 学

（CYRIC） 

用ᡭ療ἲにおける心㌟応に関する PET 研究 
田代 学

（CYRIC） 
田代 学

（CYRIC） 

≉発ᛶṇ常ᅽỈ頭症における脳内アミロイド✚㔞のィ  
平岡ᏹኴⰋ 
（CYRIC） 

平岡ᏹኴⰋ 
（CYRIC） 

心⮚㟁Ẽ่⃭による内⮚知ぬ時の脳画像 
బ藤 බ㞝 
（医） 

బ藤 බ㞝 
（医） 

11C-ド࣌ࢿジࣝを用いた常ேにおける PET 臨床研究 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

ᢠࢫࣄタミン⸆の㙠㟼ᛶస用の時間的変に関する研究 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

 
平成 25 年度サイࢡロトロン共同用研究ㄢ㢟ྡ（HM12 基♏） 

 

研  究  ㄢ  㢟  ྡ （HM12 基♏） ㄢ㢟申㎸㈐任者 実験㈐任者 

PET による㦵⢒㧼症ラットの㦵代ㅰ動ែに関する研究 
బࠎ木 ၨ一 

（ṑ） 
ᑠ川 ᚭ 
（病） 

PET による力学的㈇Ⲵ時におけるインプラント࿘ᅖ㦵のイメ

ージング 
బࠎ木 ၨ一 

（ṑ） 
ᑠ川 ᚭ 
（病） 

PET 診断用[18F]FDG の〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[18F]FRP-170 の〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[18F]タウイメージングプローࣈの〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[15O]Ỉの〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用 11C-標㆑レセプターࣜ࢞ンドの〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[11C]BF227 の〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[11C]PIB の〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
マイࢡロࣜアࢡター標㆑ྜ成のための᪂つ 18F-フッ素イオン

⃰⦰ἲとその用 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

⺮ⓑ標㆑前㥑యの[18F]SFB ྜ成ἲの☜❧とその応用 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
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アࣝࣁࢶイマー病と MCI の脳⢾代ㅰの㏣㊧研究 
田代 学

（CYRIC） 
田代 学

（CYRIC） 

用ᡭ療ἲにおける心㌟応に関する PET 研究 
田代 学

（CYRIC） 
田代 学

（CYRIC） 

≉発ᛶṇ常ᅽỈ頭症における脳内アミロイド✚㔞のィ  
平岡ᏹኴⰋ 
（CYRIC） 

平岡ᏹኴⰋ 
（CYRIC） 

心⮚㟁Ẽ่⃭による内⮚知ぬ時の脳画像 
బ藤 බ㞝 
（医） 

బ藤 බ㞝 
（医） 

11C-ド࣌ࢿジࣝを用いた常ேにおける PET 臨床研究 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

ᢠࢫࣄタミン⸆の㙠㟼ᛶస用の時間的変に関する研究 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

 
平成 25 年度サイࢡロトロン共同用研究ㄢ㢟ྡ（HM12 基♏） 

 

研  究  ㄢ  㢟  ྡ （HM12 基♏） ㄢ㢟申㎸㈐任者 実験㈐任者 

PET による㦵⢒㧼症ラットの㦵代ㅰ動ែに関する研究 
బࠎ木 ၨ一 

（ṑ） 
ᑠ川 ᚭ 
（病） 

PET による力学的㈇Ⲵ時におけるインプラント࿘ᅖ㦵のイメ

ージング 
బࠎ木 ၨ一 

（ṑ） 
ᑠ川 ᚭ 
（病） 

PET 診断用[18F]FDG の〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[18F]FRP-170 の〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[18F]タウイメージングプローࣈの〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[15O]Ỉの〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用 11C-標㆑レセプターࣜ࢞ンドの〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[11C]BF227 の〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

PET 診断用[11C]PIB の〇㐀 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
マイࢡロࣜアࢡター標㆑ྜ成のための᪂つ 18F-フッ素イオン

⃰⦰ἲとその用 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 

⺮ⓑ標㆑前㥑యの[18F]SFB ྜ成ἲの☜❧とその応用 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
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Ẽ┦ἲによる高ẚ放射能[11C]ࣚウメチࣝྜ成⨨の開発 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
岩田 㘐 

（CYRIC） 
金 198 のᔂቯ㐣程の ᐃ (⌮学部物⌮学科 物⌮学実験ϩ

2013 年度前ᮇ) 
金田 㞞ྖ 
（⌮） 

金田 㞞ྖ 
（⌮） 

ミトࢥンドࣜアを標的とした PET プローࣈの開発 
古本 ⚈୕ 
（医） 

古本 ⚈୕ 
（医） 

ྛ種標㆑トレーサーによる癌診断ἲの開発 
古本 ⚈୕ 
（医） 

古本 ⚈୕ 
（医） 

⚄経病⌮画像プローࣈの開発研究 
古本 ⚈୕ 
（医） 

古本 ⚈୕ 
（医） 

[11C]࣋ラࣃミࣝのྜ成およࡧ臨床応用を目的とした基♏的検

ウ 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

PET によるࢫࣄタミンཷ容యの画像に関する基♏研究 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

アミロイドイメージング用プローࣈの開発 
谷内 一ᙪ 
（医） 

岡村 ಙ行 
（医） 

を用いたཷ容యイメージンࢫタミンཷ容య多㔜Ḟᦆマウࢫࣄ

グ 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

ᑠ動物用 PET を用いた脳の⢾代ㅰのィ 方ἲの᭱㐺 
平岡ᏹኴⰋ 
（CYRIC） 

平岡ᏹኴⰋ 
（CYRIC） 

3DPET のᩓおよࡧ吸⿵ṇの研究 
石井 慶㐀 
（工） 

⳥ụ 洋平 
（工） 

PET 画像ᵓ成ἲの開発 
石井 慶㐀 
（工） 

⳥ụ 洋平 
（工） 

⭘⒆血⟶標的⸆ే用の㝧Ꮚ線治療における[18F]FDG㸫PET
による⭘⒆内⢾代ㅰศ析 

ᑎ川 ㈗ᶞ 
（工） 

ᑎ川 ㈗ᶞ 
（工） 

RI 全国研ಟのための放射物ヨᩱのస〇（HM12 用） 
⤖ᇛ ⚽行 
（CYRIC） 

⤖ᇛ ⚽行 
（CYRIC） 

11C̺標㆑プローࣈの実用的なマイࢡロࣜアࢡターྜ成ἲの開

発 
石川 洋一 
（CYRIC） 

石川 洋一 
（CYRIC） 

 
平成 25 年度サイࢡロトロン共同用研究ㄢ㢟ྡ（FNL） 

 

研  究  ㄢ  㢟  ྡ （FNL） ㄢ㢟申㎸㈐任者 実験㈐任者 

サࣈミࣜ PIXE  メラの開発とその応用࢝
石井 慶㐀 
（工） 

ᯇᒣ 成⏨ 
（工） 

サࣈミࣜ PIXE  メラを用いた考古学ヨᩱのศ析࢝
石井 慶㐀 
（工） 

ᯇᒣ 成⏨ 
（工） 
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᳜物に吸された㔜金属のサࣈミࣜ PIXE メラによるマッ࢝

 ングࣆ
石井 慶㐀 
（工） 

ᯇᒣ 成⏨ 
（工） 

Ⲵ㟁⢏Ꮚ↷射による༙導య⤖ᬗの≉ᛶ変 
石井 慶㐀 
（工） 

ᯇᒣ 成⏨ 
（工） 

PIXE による⎔ቃởᰁ┘視⥘の開発 
石井 慶㐀 
（工） 

ᯇᒣ 成⏨ 
（工） 

㔜Ⲵ㟁⢏Ꮚศ析による内Ẇ㟁㞳 
石井 慶㐀 
（工） 

ᯇᒣ 成⏨ 
（工） 

原Ꮚ核ไ動㍽射の研究 
石井 慶㐀 
（工） 

ᯇᒣ 成⏨ 
（工） 

PIXE によるᗫᾮศ析シࢫテムの開発 
石井 慶㐀 
（工） 

ᯇᒣ 成⏨ 
（工） 

 
平成 25 年度サイࢡロトロン共同用研究ㄢ㢟ྡ（930） 

 

研  究  ㄢ  㢟  ྡ （930） ㄢ㢟申㎸㈐任者 実験㈐任者 

ジࣝࢥニウムおよࡧ㕲基ྜ金の⎔ቃຎホ価に関するᡭἲ開

発研究 

㜿部 弘 
（金研） 

㜿部 弘 
（金研） 

᪂ PET ⸆ྜ成のための I㻙124 〇㐀 
船木 ၿோ 
（CYRIC） 

船木 ၿோ 
（CYRIC） 

物⌮学実験 3 ྥけ RI 〇㐀 
前田 ⱱ 
（⌮） 

⚄田 ᾈᶞ 
（⌮） 

ATLAS 実験用シࣜࢥン༙導య位⨨検出器の放射線ᦆയヨ験 
ᾛ井 ᓫ志 
（CYRIC） 

ᾛ井 ᓫ志 
（CYRIC）） 

高ࢠࣝࢿ࢚ーȘࣅームを用いた核⼥ྜ⅔用低放射ᮦᩱの核

変ࢫ࢞ඖ素の機Ე的≉ᛶ変のᙳ㡪に関する研究 

㛗谷川  
（工） 

㛗谷川  
（工） 

多㔜ᔂቯȘ⢏Ꮚ ᐃによる 㻝㻞㻯 におけるȘࢡラࢫターࢫ࢞≧

ែの研究 

ఀ藤 ṇಇ 
（CYRIC） 

ఀ藤 ṇಇ 
（CYRIC） 

低線㔞・低స用ᆺの⢏Ꮚ線治療ἲの開発 
ᑎ川 ㈗ᶞ 
（工） 

ᑎ川 ㈗ᶞ 
（工） 

RF イオン࢞イドᆺオンライン同位య㉁㔞ศ㞳⨨を用いた

୰ᛶᏊ㐣核の研究 

ᾛ井 ᓫ志 
（CYRIC） 

ᾛ井 ᓫ志 
（CYRIC） 

2 価㸪3 価㸪4 価の学トレーサー用 RI の〇㐀 
⳥Ọ ⱥᑑ 
（㟁Ꮚග） 

⳥Ọ ⱥᑑ 
（㟁Ꮚග） 

Ⅳࢣイ素㻔SiC㻕༙導యデࣂイࢫの放射線ㄏ㉳◚ቯ現㇟の解᫂
㓇ぢ Ὀᐶ 
（CYRIC） 

㓇ぢ Ὀᐶ 
（CYRIC） 

୰ᛶᏊ̿㔜㝧Ꮚᩓのィ ᡭἲの☜❧ 
関ཱྀ ோᏊ 
（⌮） 

関ཱྀ ோᏊ 
（⌮） 
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（工） 
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ᾛ井 ᓫ志 
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1-10MeV 㡿域における୰ᛶᏊ検出器のᛶ能ホ価 
藤井 ඃ 
（⌮） 

藤井 ඃ 
（⌮） 

㝧Ꮚ㻙೫極ࣜ࣊ウム 3ᙎᛶᩓ実験による四核Ꮚ系での୕య核

力の研究 

関ཱྀ ோᏊ 
（⌮） 

関ཱྀ ோᏊ 
（⌮） 

Sp ᩓ実験のためのᩓ㝧Ꮚ検出シࢫテムのᛶ能ホ価 
୕㍯ ᾈྖ 
（⌮） 

୕㍯ ᾈྖ 
（⌮） 

原Ꮚ⇞ᩱ⿕そ⟶ᮦᩱのࣜ࣊ウムὀ入によるᮦᩱຎᣲ動に関

する研究 

㛗谷川  
（工） 

㛗谷川  
（工） 

㔜⢏Ꮚ線↷射によるࣜチウムイオン㟁ụᮦᩱの≉ᛶᨵ㉁ 
ὸ井 ᆂ介 
（工） 

㉺Ỉ ṇ 
（工） 

国㝿ࣜニアࢥライࢲーにおけるᔂቯ点検出器 FPCCD の୰ᛶ

Ꮚࢲメージ⪏ᛶホ価 

石川 ᫂ṇ 
（工） 

石川 ᫂ṇ 
（工） 

㉸㔜ඖ素の学ᣲ動解᫂のためのトレーサーを用いた基♏研

究 

⳥Ọ ⱥᑑ 
（㟁Ꮚග） 

⳥Ọ ⱥᑑ 
（㟁Ꮚග） 

RI 全国研ಟのための放射物ヨᩱのస〇（930 用） 
⤖ᇛ ⚽行 
（CYRIC） 

⤖ᇛ ⚽行 
（CYRIC） 

㟁Ꮚの㟁Ẽ極Ꮚ能⋡᥈⣴にྥけたᏳᐃ原Ꮚの☢Ẽග学ト

ラップ実験 

原田 一 
（CYRIC） 

原田 一 
（CYRIC） 

無機シンチレータCLYC(7Li enriched)を用いた㏿୰ᛶᏊの࢚

 ー ᐃࢠࣝࢿ

藤井 ඃ 
（⌮） 

藤井 ඃ 
（⌮） 

 トࢫームテࣅのインࠚーアレイ࠙CAGRAࣂローࢡ
ᑠụ 武志 
（⌮） 

ᑠụ 武志 
（⌮） 

㟁Ẽ極Ꮚ能⋡᥈⣴のためのレーࢨー෭༷フランシウム生成

実験 

原田 一 
（CYRIC） 

原田 一 
（CYRIC） 

ຍ㏿器実験実⩦ 
井上 ኊ志 
（CYRIC） 

井上 ኊ志 
（CYRIC） 

 
平成 25 年度 RI Ჷ共同用研究ㄢ㢟ྡ 

 

研 究 ㄢ 㢟 ྡ ㄢ㢟申㎸㈐任者 実験㈐任者 

ᑠ動物 PET を用いた脳の⢾代ㅰのィ 方ἲの᭱㐺 平岡ᏹኴⰋ

（CYRIC） 
平岡ᏹኴⰋ

（CYRIC） 
ࣚウ素 124 を用いた⭘⒆治療⸆としての᭷用ᛶの検ウ 船木 ၿோ 

（CYRIC） 
船木 ၿோ 
（CYRIC） 

PET によるࢫࣄタミンཷ容యの画像に関する基♏研究 谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 

を用いたཷ容యイメージンࢫタミンཷ容య多㔜Ḟᦆマウࢫࣄ

グ 
谷内 一ᙪ 
（医） 

谷内 一ᙪ 
（医） 
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11C 臨床応用を目的とした基♏的ࡧミのྜ成およࣝࣃラ࣋

検ウ 
谷内 一ᙪ 

（医） 

谷内 一ᙪ 

（医） 

アミロイドイメージング用プローࣈの開発 
谷内 一ᙪ 

（医） 

谷内 一ᙪ 

（医） 

マイࢡロࣜアࢡター標㆑ྜ成のための᪂つ 18F-フッ素イオ

ン⃰⦰ἲとその用 
岩田 㘐 

（㻯㼅㻾㻵㻯） 

岩 田  㘐 

（㻯㼅㻾㻵㻯） 

᳜物によるඖ素吸とᚠ⎔に関する研究 
㨶ఫ ಙஅ 

（工） 

㨶ఫ ಙஅ 

（工） 

㎰学部生物学系 3 年生実験（放射ᛶ同位ඖ素実験） 
ᒣ谷 知行 

（㎰） 

㜿部 ┤ᶞ 

（㎰） 

PET ⭘⒆画像プローࣈのホ価 
古本 ⚈୕ 

（医） 

古本 ⚈୕ 

（医） 

〓Ⰽ⬡⫫⣽⬊のラジオトレーサー研究 
古本 ⚈୕ 

（医） 

古本 ⚈୕ 

（医） 

⢏Ꮚ線治療ຠᯝのศ析に関する基♏研究 
ᑎ川 ㈗ᶞ 

（工） 

ᑎ川 ㈗ᶞ 

（工） 

金属ඖ素の⣽⬊吸 
㨶ఫ ಙஅ 

（工） 

㨶ఫ ಙஅ 

（工） 

物⌮実験 3 におけるȚ線ィ  
前田 ⱱ 

（⌮） 

⚄田 ᾈᶞ 

（⌮） 

⌮学部学科 2 年生放射学実験 
木㔝 ᗣ志 

（⌮） 

木㔝 ᗣ志 

（⌮） 

 
 
 

 
RI ⟶⌮メࣔ  
 
1. 施タの≧ἣ 

 
から始まった研究Ჷのᨵಟ工・ቑ⠏工については、᪤存のᘓᒇのᨵಟが今年 4 月まで

にࡰし、現在用ྍ能な≧ἣになっております。後はቑ⠏部ศのᘓタがṧっていますが、

今⛅には成するணᐃです。 
サイࢡロトロンᲷ放射線⟶⌮༊域のྛᐊ内の✵ẼのẼのために用されている✵ㄪࢡࢲト

(ᒇ上にタ⨨)のᨵಟ工もࡰしていますが、一部ලྜがぢつかり、今年 8 月までにಟ⧋

するணᐃです。 
平成 26 年度のサイࢡロトロン共同用およࡧ臨床系共同用は、9 月に本᱁的に開されます。 
 

2. 研究Ჷの放射線⟶⌮༊域のᣑᙇと PET ⨨について 
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11C 臨床応用を目的とした基♏的ࡧミのྜ成およࣝࣃラ࣋
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2. 研究Ჷの放射線⟶⌮༊域のᣑᙇと PET ⨨について 
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上記の研究Ჷᨵಟ工で、1 階に᪂たに放射ᛶ PET ⸆‽ഛᐊや⸆をᢞされた患者さんの

ᚅ機࣌ࢫーࢫなどがタけられました。それにకい、研究Ჷ 1 階の放射線⟶⌮༊域もᣑᙇされまし

たので、ごὀពくࡔさい。このたࡧᗯ下に᪂しく⮬動ドアがタ⨨されましたが、その⮬動ドアか

らዟが放射線⟶⌮༊域となります。 
また、研究Ჷ 3 階に、これまでの PET ⨨（島ὠ〇స所 SET-2400）の代わりに᪂しい PET

⨨（島ὠ〇స所 Eminence）がタ⨨されました。たࡔし、᪂しい PET ⨨を本᱁的に用でき

るのは、原Ꮚ力つไጤဨ会の変᭦ᢎ認申ㄳを行いチྍが下りた後となります。今⛅に申ㄳを行

うணᐃです。研究Ჷ 1 階の PET ⨨のうは、現在も用ྍ能です。 
 

3. 放射線⟶⌮༊域入㏥⟶⌮シࢫテムと放射線ࣔニタࣜングシࢫテムの᭦᪂ 
 
東日本大㟈⅏時にCYRICの放射線⟶⌮༊域入㏥⟶⌮シࢫテムと放射線ࣔニタࣜングシࢫテム

の୰ኸไᚚ⨨などがᦆയし、これまでメー࢝ーから非ရの⨨などをレンタࣝするなどして

応ᛴ的なᥐ⨨でいでおりましたが、㟈⅏ᪧのண⟬により、今年のにこれらのシࢫテムを全

て᪂しいシࢫテムにすることができました（研究Ჷᨵಟ工のࢣࢫジࣗーࣝにྜわせるため

に、᭦᪂స業が㐜くなりました）。 
㟈⅏ᪧண⟬というண⟬のᛶ㉁上、あくまでも古いシࢫテムの同➼ရでなければならないなど

のཝしいไ⣙があり、より画ᮇ的なシࢫテムに変᭦することができなかったのがṧᛕですが、こ

れまでシࢫテムの老ᮙのために非常にⱞປしておりましたので⟶⌮者にとっては大変ありがた

いことでした。 
古いシࢫテムでのලྜにより、用者の皆様には㛗い間ご㏞ᝨをおかけしておりましたが、

ᨵၿされるものと思います。᪂しいシࢫテムに関して何かලྜな点をぢつけられた方は、放射

線⟶⌮ᐊまでご連⤡をお願いいたします。 
また、≉に放射線⟶⌮༊域入㏥⟶⌮シࢫテムについては、ID ードが᪂しいタイプになるな࢝

どの大きな変᭦点がありますので、ごὀពくࡔさい。そのヲ⣽については、下記の平成 26 年度

のᐃᮇ教⫱カ⦎でㄝ᫂しておりますので、CYRIC ご用ணᐃの方でまཷࡔ講されていない方

は放射線⟶⌮ᐊにご連⤡の上、ཷ講をお願いいたします。 
 

4. ᐃᮇ教⫱カ⦎ 
 
センター用者にᑐする放射線業務ᚑ者のための教⫱カ⦎が、今年も⌮学研究科とྜ同で、

7 月 15 日に開ദされました。⌮学研究科所属者以እのセンター用者の方ࡔࠎけでも 57 ྡがཷ

講しました。 
 

5. 㟁㞳放射線ᗣ診断 
 
平成 26 年度➨㸯回目の放射線業務ᚑ者≉ูᐃᮇᗣ診断が 4 月に行われ、ၥ診は 4 月 2 日

に 42 ྡがཷ診し、そのうࡕ 10 ྡが 4 月 22 日に検診をཷ診しました。 
 

 
                 放射線⟶⌮研究部 ⤖ᇛ ⚽行
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 務 ᐊ                                     ไ ᚚ ᐊ（ఫ㔜ຍ㏿器サーࢫࣅ(ᰴ)） 
  బࠎ木 Ύ ᾈ 大 ᐑ ᗣ ᫂  

┦ ⃝ ඞ ኵ 高 ᶫ ┤ ே 
ఀ 藤 ዉ⨾Ꮚ 㕥 木 ᝡ ஓ 
↷ 井 ៅ ஓ 高 ᶫ   研 
藤 ⃝ ி Ꮚ 本 間 㝯 அ 

 ఀ ῝  ⏨  
ఀ 藤 け い                           放射線⟶⌮ᐊ（ओ日本⎔ቃㄪ査研究所） 
ඵ 島 ᮍ ᮶ ୰ Ụ ᐶ  
石 㯮 ᐶ Ꮚ 
㟷 田 ⳯代Ꮚ              ᘓᒇ⟶⌮（ओ日本⎔ቃㄪ査研究所）    

 川 上   ಟ 
 㐲 藤 洋 一  
 బ 藤   ๛  
 ゅ  ṇ 行 
 Ḉ 井 武 ⏨ 
 ᇼ 井 ᘺ ⨾ 
 井 ᆏ 洋 Ꮚ 
 
 
 
 学 生 ・ 研 究 生 ྡ ⡙ 
 
 ᐃ器研究部   核⸆学研究部 
 D3 ᪩Ỉ 洋 (⌮学研究科物⌮学ᑓᨷ) D2 多⬌ ဴ㑻 (⸆学研究科ศᏊ⸆科学ᑓᨷ)  
 M2 ᭷川 ⿱ኈ (⌮学研究科物⌮学ᑓᨷ) D1 Ọ 㝯⿱ (⸆学研究科ศᏊ⸆科学ᑓᨷ) 
 M2 Ᏻ藤  ᓧ (⌮学研究科物⌮学ᑓᨷ) M1 ୕ゅ ᕫ (⸆学研究科ศᏊ⸆科学ᑓᨷ） 
 M2 石川 Ὀభ (⌮学研究科物⌮学ᑓᨷ) M1 ᅬ田 ┤▮ (⸆学研究科ศᏊ⸆科学ᑓᨷ） 
 M2 ຍ藤  ᾈ (⌮学研究科物⌮学ᑓᨷ) B6  Ᏻ❧   (⸆学部⸆学科） 
 M1 㟷木 㝯ᏹ (⌮学研究科物⌮学ᑓᨷ) B5  㢼間 あࡎさ (⸆学部⸆学科） 
 M1 内ᒣ ឡᏊ (⌮学研究科物⌮学ᑓᨷ) B4  㜿部 ඃᶞ (⸆学部⸆科学科） 
 B4  ᆏ本 ᖾ♸ (⌮学部物⌮学科) B4  ᕷ原 㝣ே (⸆学部⸆科学科） 
 
サイࢡロトロン核医学研究部 
 D2 ✄ぢ ᬡᜨ (医学系研究科医科学ᑓᨷ) 
 D2 ᯇ田  ᯘ (医学系研究科医科学ᑓᨷ) 
 

学部学生 (B), 大学院生༤ኈㄢ程前ᮇ (M), ༤ኈㄢ程 後ᮇ（D）
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組 ⧊ ᅗ 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

共同用┦ㄯ❆ཱྀ（ࢲイࣖࣝイン） 
 
 
 

⌮ 学 系 㓇 ぢ Ὀ ᐶ 795-7795 sakemi@cyric.tohoku.ac.jp 
工 学 系 Ώ 部 ᾈ ྖ 795-7803 watabe@cyric.tohoku.ac.jp 
⸆ 学 系 岩 田   㘐 795-7798 rencyric@cyric.tohoku.ac.jp 
医 学 系 田 代   学 795-7797 mtashiro@cyric.tohoku.ac.jp 
 務 ᐊ ┦ ⃝ ඞ ኵ 795-7800 (内 3476) cyric-jm@bureau.tohoku.ac.jp 
㹐 㹇 Ჷ ⟶ ⌮ ᐊ ⤖ ᇛ ⚽ 行 795-7808 (内 4399) yukihide@cyric.tohoku.ac.jp 
 

 

ຍ ㏿ 器 研 究 部 

  ᐃ 器 研 究 部 

㺙㺐㺖㺹㺢㺹㺻核医学研究部 

 務 ᐊ 務部

研究部

センター㛗 

用者の会

放 射 線 ⟶ ⌮ 研 究 部 

核 ⸆ 学 研 究 部 

⌮ 工 学  用 部 会

Ᏻ全⟶⌮ RI 用部会

㐠Ⴀᑓ門ጤဨ会 㺵 㺐 㺪 㺙 㺐 㺒 㺻 㺛 用 部 会

ㄢ 㢟 ᥇ ᢥ 部 会

放射線障害ண㜵ጤဨ会

高齢者高次脳医学寄附研究部門



編 集 後 記

CYRIC ニュース 55 号をお送りいたします。若干、広報委員のメンバーの入れ替えがあり、少しリ

フレッシュした CYRIC ニュースです。

表紙の写真にあるように、現在、CYRIC は「量子脳疾患・がん研究センター」の整備事業で工事

の真っ只中です。秋には増築された建屋がお目見えします。この増築部分には、研究棟とサイクロト

ロン棟をつなぐプレハブ作りの渡り廊下がありました。寒い日など凍えながら小走りで通り抜けたも

のです。この秋からは増築部分で研究棟とサイクロトロン棟ががっちりとつながります。研究におい

ても今以上にサイクロトロンと PET の融合が期待されます。

（Ｈ.Ｗ.記）

広 報 委 員

委員長  渡 部 浩 司 (CYRIC) 
岩 田 錬 (CYRIC) 
木 野 康 志 (理学研究科) 
三 輪 浩 司  (理学研究科) 
岡 村 信 行 (医学系研究科) 
人 見 啓太朗 (工学研究科) 
吉 田 浩 子 (薬学研究科) 
船 木 善 仁 (CYRIC) 
平 岡 宏太良 (CYRIC) 
三 宅 正 泰 (CYRIC) 
石 川 洋 一 (CYRIC) 
伊 藤 正 俊 (CYRIC) 
涌 井 崇 志 (CYRIC) 
東 條 育 子 (CYRIC) 

題字デザイン : 田 代 学

   表紙写真  : 三 宅 正 泰     

表紙写真

現在、センター北東側において、量子脳疾患・

がん研究センター整備事業が進行中です。

この秋には新しい研究施設が完成する予定。

写真右下は工事前にここにあった満開の

モクレンです。

CYRIC ニュース No. 55   2014 年 8 25月 日発行

〒980-8578 仙台市青葉区荒巻字青葉 6 番 3 号

東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープセンタンター

TEL  TEL  TEL  022 (795) 7800（代 表）

FAX  FAX  FAX  022 (795) 7997（センター事務室）

〃 022 (795) 7809（放射線管理事務室）

Web page : http://www.cyric.tohoku.ac.jp/ 


